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早生は、晴れ間を逃さず速やかに収穫！ 
今後のフェーン・異常高温情報に注意！ 

１ 今後の気象とほ場管理 ～台風 10号接近中！～ 
  台風 10号の接近に伴い、今後の進路によっては、異常高温及びフェーンになること

も想定される。また９月上旬まで降雨が続く予報となっている。 

・刈遅れによる品質低下の防止に向けて、収穫適期を迎えている早生品種は、晴れ間

を見ながら速やかに刈り取る。 

・出穂が遅い晩生品種等は、通水最終日にかん水し、土壌水分保持に努める。 

・コシヒカリ等倒伏したほ場では、穂発芽させないように降雨後のほ場内の水を排出

する。 

２ 収穫適期の把握 
（１）今年の中生・晩生品種は穂揃いが悪く一部倒伏も進んでいるため、下表を参考に、

必ずほ場全体の穂を確認したうえで籾黄化率を判断する。（黄化率 85～90％で収穫） 

（２）登熟期がかなりの高温で経過したことから、すべての品種において、胴割粒が発生

しやすい状態である。籾水分が 22％未満の時期に極度に乾燥した状態に遭遇すると胴

割粒が急増するため、ほ場毎に籾水分を確認し、通常よりも早めに刈り取る。 

収穫適期のめやす（８月２７日現在） 

品  種   出穂期 
収穫適期の 

出穂後積算気温 
収穫適期※1 

コシヒカリ 
5/5移植 ８月 ３日 

950℃ 
９月 ８日 

5/10移植 ８月 ８日 ９月１４日 

新之助 ８月１３日 1000～1050℃ ９月２３日 

※１ 新津アメダス(8/25まで R6年の平均気温、その後は平年値、高温登熟年をめやすとする)。 

ただし平年より気温がかなり高い状況が続くため、収穫適期が早まる可能性があるため注意する。 

３ 乾燥・調製における品質低下防止対策     
（１）青米の混入が多く水分のばらつきが大きい場合は、水分 18～20％で乾燥を一旦停

止し、半日程度貯留して水分ムラを解消した後に再乾燥を行う。乾燥機に２段乾燥機

能が備わっている場合は活用する。 

（２）フェーンや高温により籾水分が低い場合、日中の加温乾燥は避け、常温で通風乾燥

を行う。点火は夜間に気温が下がってから行い、送風温度を低めに設定する。 

（３）青未熟粒の混入が懸念される場合は、調製は通常より少ない流量で選別を行い、必

要に応じて色彩選別機や 1.9mm以上の篩を使用する。 
 

～今後も厳しい暑さが見込まれます。熱中症対策は万全に！～ 
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異 常 気 象 を 意 識 し た コ ン パ ク ト で 丈 夫 な 稲 づ く り ！ 


